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2023 年 5 月 26 日 
三菱電機株式会社 

 
台湾初の電力安定化に貢献する自励式静止型無効電力補償装置（STATCOM）を受注 

台湾で複雑多様化する電力系統の安定制御と再生可能エネルギー電源の導入拡大を支援 
 
 

 

台湾初の STATCOM が採用される「STATCOM 変電所」のイメージ 
 

三菱電機株式会社は、当社関係会社で台湾重電大手の士林電機廠股份有限公司（所在地：台湾

台北市、以下、士林電機）を通じて、台湾電力公司（所在地：台湾台北市、以下、同社）から、台

湾で電力系統安定化用途としては初めて※1、自励式静止型無効電力補償装置（以下、STATCOM：

Static Synchronous Compensator）を受注しました。同社南科変電所（所在地：台南市）に新た

に設置される地域社会との共生や景観との調和を目指した「STATCOM 変電所」へ納入し、台湾

で最大の定格容量となる±200MVA（メガボルトアンペア）を実現することで、半導体工場や

ディスプレイ工場などが集積する台南サイエンスパークの安定稼働にも貢献します。納入時期は

2025 年上期の予定で、2026 年上期中の運用開始を予定しています。 
台湾では、カーボンニュートラルの実現に向けて、洋上風力発電や太陽光発電などの多様な再

生可能エネルギー電源の導入が加速していますが、再生可能エネルギー電源からの送電には、系

統事故時も想定した安定性の向上が必要で、台湾全体での電力系統のレジリエンス強化が求めら

れています。 
STATCOM は、パワーエレクトロニクス技術で無効電力※2の出力を瞬時に制御し、電力系統内

の電圧を安定化する装置です。今回、当社製の高性能 IGBT※3を搭載した STATCOM の高い信頼

性や、士林電機による変電設備の納入・建設工事の実績など、三菱電機グループとしての活動が

高く評価され、台湾初となる STATCOM の受注に至りました。 
世界的にカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みが加速する中、気象条件などの影響を

受けやすい再生可能エネルギーの拡大などに伴い、世界各地で電力系統システムの複雑化と高度

化が進んでいます。今後も当社は、国内外のさまざまな地域で電力系統の安定化を支援し、多く

の人々が安心して電気を使える快適で安全な社会の実現に貢献していきます。 
 
  

※1 2023 年 5 月 26 日現在、当社調べ 
※2 電気を使用する際に消費されない電力で、無効電力の過不足は電力系統内の電圧変動の要因となる 
※3 Insulated Gate Bipolar Transistor：絶縁ゲート型バイポーラトランジスタ 
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 本プロジェクトの特長  

1．台湾初の電力系統用 STATCOM で、再生可能エネルギーの増加に伴う電力動揺の

抑制に貢献 
・台湾最大となる±200MVA の定格容量を実現し、系統事故時において無効電力を瞬時に出力

制御することで、電力動揺の抑制と系統電圧の維持に貢献 
・定常時においては、電力系統の電圧変化に対して STATCOM が応動しない不感帯を設ける

ことで、電力系統内の既存の調相設備との協調運転が容易となり、また、STATCOM の運転

損失も低減可能 
 

2．景観に配慮した変電所の外観デザインを提案、地域社会との共生・調和を支援 
・地域社会との共生や景観との調和などを考慮し、変電所の外観デザインを当社と士林電機の

協働で提案 
 

 
夜間の景観にも配慮した「STATCOM 変電所」のイメージ 

 
 

 お問い合わせ先  

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 FAX 03-3218-2431 
 

＜お客様からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 電力流通システム事業部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
E-mail：tdm.tds@rf.MitsubishiElectric.co.jp 


